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東京五輪後もJ-REITは期待できる？

2019年3月5日

〜過去の開催国では住宅価格上昇〜

東京五輪後もJ-REITは期待できる？
2020年の東京五輪開催が決定したことで、建設需要の増加や不動産価格の上昇、経済全体が好調である

ことなどを背景に、不動産市場の活況が続いています。⼀⽅で、東京五輪が終了すると、それまでの反動から不動
産市場が悪化することを懸念する声もあります。

過去に五輪が開催されたオーストラリアと英国の住宅価格をみると、五輪開催後も下落せずに上昇基調を維持
していることがわかります（下グラフ参照）。
五輪開催が『起爆剤』となり、開催国の外国⼈観光客の増加が⻑期間にわたって継続したことなどを背景に、好
景気が続いたことが考えられます。
五輪後も経済全体が好調を維持することが出来れば、不動産価格を押し上げる要因となり、J-REIT各社が保
有する物件の価値も高まることが期待されます。
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（出所）国際決済銀⾏

過去の開催国では住宅価格が上昇基調を維持！
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英国:住宅価格指数

ロンドン五輪開催
（2012年7-9月期）

＋33％

（1995年3月末〜2018年6月末、四半期）

オーストラリア：住宅価格指数

（1995年3月末〜2018年6月末、四半期）
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シドニー五輪開催
（2000年7-9月期）


